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週休２日促進工事に関する特記仕様書 

 

 

１．本工事は、受注者が工事着手前に発注者に対して、週休２日について取り組む内容を協議し

たうえで工事を実施する「週休２日促進工事（現場閉所型）」の対象工事とする。 

 

 

２．週休２日の考え方は以下のとおりである、 

（１） 受注者は、次の取組に対する希望の有無を工事着手前に監督職員に工事打合書等で報告

を行うものとする。なお、希望しない場合は、受注者は当該取組に係る内容の義務を負

わない。 

・ 対象期間の全ての月ごとに、現場閉所日数の割合（以下「現場閉所率」という。）が

28.5%（８日/28 日）以上となるよう現場閉所を行う。ただし、暦上の土曜日及び日曜

日の日数の割合が 28.5%に満たない月においては、当該月の土曜日及び日曜日の合計

日数以上の現場閉所を行っている状態をいう。なお、現場閉所日を土曜日及び日曜日

としない場合においては、上記の「土曜日及び日曜日」を受発注者間の協議により変

更できるものとする。 

 

（２） 受注者は、次の取組については、協議に関わらず取り組むものとする。明らかに受注者

側に当該取組を行う姿勢が見られなかった場合については、内容に応じて工事成績評定

から点数を減ずる措置を行うものとする。 

・ 対象期間内の現場閉所率が、28.5％（８日/28 日）以上となるよう現場閉所を行う。 

 

（３） 「対象期間」とは、工事着手日（現場に継続的に常駐した最初の日）から工事完成日ま

での期間をいう。なお、年末年始休暇６日間、夏季休暇３日間、工場製作のみを実施し

ている期間、工事全体を一時中止している期間のほか、発注者があらかじめ対象外とし

た内容に該当する期間（余裕期間）、受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期

間等は含まない。 

 

（４） 「現場閉所」とは、巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場合を

除き、現場事務所での作業を含めて１日を通して現場が閉所された状態をいう。また、

降雨、降雪等による予定外の現場の閉所や猛暑による作業不能による一日を通しての現

場の閉所についても、現場閉所に含めるものとする。 

 

 

３．受注者は、工事着手前に、週休２日の取得計画が確認できる「現場閉所予定日」を記載した

「実施工程表」等を作成し、監督職員の確認を得た上で、週休２日に取り組むものとする。

工事着手後に、工程計画の見直し等が生じた場合には、その都度、「実施工程表」等を提出す

るものとする。監督職員が現場閉所の状況を確認するために「実施工程表」等に｢現場閉所日｣

を記載し、必要な都度、監督職員に提出するものとする。 
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４．受注者は、週休 2日促進工事である旨を工事看板及び仮囲い等に明示すること。 

 

 

５．監督職員は、受注者が作成する｢現場閉所日｣が記載された｢実施工程表｣等により、対象期間

内の現場閉所日数を確認する。 

 

 

６．本工事は週休２日促進工事のモニタリング対象であり、現場閉所が困難となった場合には、

監督職員は受注者に当該理由を確認の上、対応策を協議することがある。また、受注者は工

事完成日時点で監督職員の指示によるアンケート調査に協力するものとする。 

 

 

７．実施にあたっては、国土交通省策定の「営繕工事における週休２日促進工事実施要領」に準

拠するものとする。 

 

 

８．本特記仕様書に定めのない事項については、受発注者間で協議して定めるものとする。 

 


